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概要：安心・快適なIT環境を確保し、情報技術を活用した教育・研究を推進するために、早稲田大
学では学生及び教職員に対する情報セキュリティ教育を積極的に展開している。特に、日本語が十
分理解できない留学生に対する教育も充実させるため、我々は様々な取り組みを行っている。本稿
では、本学における留学生向け情報セキュリティ教育への取り組みについて紹介する。
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1 はじめに 
教育研究の活性化と国際競争力の強化を図る
ために、早稲田大学（以下、本学）は新たに「情
報推進プログラム（2006-2014年度）」を策定し、
ITネットワーク技術を最大限に活用した教育研
究スタイルを推進している。それとともに増大し
つつあるリスクを防ぎ、安心・快適なIT環境を確
保・維持するために、学生及び教職員に対する情
報セキュリティ教育の実施は不可欠で、不断の努
力を行っていく必要がある。 
一方、多様な学問・文化・言語・精神が交流す
るグローバルキャンパスの形成を目標に、本学は
日本人学生に限らず全世界からの留学生も積極的
に受入れ、2009 年 5 月の在学外国人留学生数は前
年同月比 10%増の 3125 人に達し、過去最高を記
録した[1]。 
このような背景から、日本語が十分理解できな
い留学生にも充実した情報セキュリティ教育を提
供することは大きな課題になっており、さらなる
取り組みが必要とされる。本稿では、本学におけ
る留学生向け情報セキュリティ教育への取り組み
について紹介する。 
 
2 留学生向け情報セキュリティ教育への
取り組み 
2.1 情報セキュリティ関連規約の制定とその多
言語化 
高度情報社会において、大学が教育・研究の活
性化を図るためには、情報基盤の整備に加えて、
情報資産のセキュリティを確保することが大切で
ある。情報セキュリティの重要性を学生及び教職
員に十分意識させ、情報資産の機密性、完全性、
可用性を確保するため、情報セキュリティ関連規
約の制定は不可欠である。 
本学の情報セキュリティ関連の規約としては、
1995 年に作成した「個人情報の保護に関する規
則」、2002 年に設定した「早稲田大学情報セキュ
リティポリシー」、2003 年に掲示した「WIND(早
稲田大学インターネットドメイン）における
WWW 用コンテンツ作成に関するガイドライン)」、
2004 年に発表した「教育・研究を目的とする Web
コンテンツにおける著作物の扱いについて」など
があり、大学のウェブサイト、発行物などを通じ
て学内及び学外へ向けて公示している。 
さらに、留学生にも上記規約を十分理解しても
らうため、日本語版以外に、英語、中国語簡体字、
中国語繁体字、韓国語などの外国版を作成し、ウ
ェブサイト上で掲載している。 
 
2.2情報セキュリティ教育教材の発行とその英
文化 
情報セキュリティ教育を展開するには、学生及
び教職員の誰もが参照できる教材の作成・提供は
必要である。現在、本学では全構成員に対して下
記教材を配布している。 
z PC・ネットワーク利用ガイド（User's 
Guide for PCs and Networks） 
本学では毎年学生に向けに学内情報環
境・サービスの利用方法ならびに利用上の
各種情報セキュリティ・情報倫理について
記載した「PC・ネットワーク利用ガイド」
を作成・配布している。[2] 
また、在籍している多くの留学生の需要
に対応するため、2004 年度より英語版ガ
イ ド 「 User's Guide for PCs and 
Networks」も作成し、毎年 9 月に配布し
ている。 
z あなたと情報セキュリティ（Information 
Security for You） 
   「個人情報の保護に関する法律（個人情
報保護法）」の全面的施行にあたって、本
学は個人情報・著作権に関する情報セキュ
リティ知識の普及を図るために、日本語版
と英語版の 2 種類の「あなたと情報セキュ
リティ」のリーフレットを作成し、留学生
も含めた学生全員に配布している。 
 
2.3 新入生に対する導入教育 
近年、ITネットワーク技術を活用した教育研究
スタイルを推進するため、本学ではいつでも、ど
こでも５万人の学生教職員が利用できる情報イン
フラを整備し、オンデマンド授業やネットワーク
型共同ゼミなど様々な教育・研究支援サービスを
提供している。しかし、これらのサービスを安全
かつ効率的に利用するには、PC・ネットワーク及
び情報セキュリティに関する基礎知識が必要にな
り、新入生に対して導入教育の実施は不可欠であ
る。以下にて本学が行っている新入生向け導入教
育について紹介する。 
z 新入生コンピュータセキュリティセミナ
ー （ Computer Security Seminar for 
Freshmen） 
   本学では新入生全員対象に「新入生コン
ピュータセキュリティセミナー」（以下、
新入生セミナー）をオンデマンド形式で実
施している。このセミナーの内容は
Waseda-net 編、セキュリティ編、情報倫
理編の 3 部分により構成され、主に本学が
提供している情報サービス、及び関連する
利用上のセキュリティ注意事項、情報倫理
を中心に説明している。また、日本語によ
る理解に支障がある留学生を対象に英語
でのセミナーも実施している。 
z 情報倫理テスト （ Information Ethics 
Test） 
新入生セミナー受講後、受講内容への理
解を確認するために、本学では新入生向け
情報倫理テストをWeb Basedにて実施し、
学生にはテストを受験し合格することを
義務付けている。特に、日本語が不得意な
留学生でも支障なくテストを受験できる
ように、日本語版以外に英語版テストも用
意してあり、出題から問題に対する解説文
まで全て英語で作成してある。 
 
2.4 情報セキュリティに関する継続的教育 
情報セキュリティを確保し、学内情報環境の不
正利用を防止するためには、規約の制定と教材の
配布だけではなく、学生に対する継続的な教育も
重要である。本学で行っている主な継続的教育は
以下とおりである。 
z News Letter の発行 
継続的教育のために、本学は不定期、ウ
ェブサイトで学生へ情報セキュリティや
ネットワーク状況に関する情報を発行し
ている。日本語と共に英語版も提供してい
るため、留学生でも支障なく最新の情報を
入手できる 
z 規約違反者に対する情報倫理テスト 
   本学では、情報セキュリティに対する理
解を促進するため、情報セキュリティを危
害した規約違反者に対して、情報倫理テス
トも実施している。また、留学生向けに英
語版も用意してある。 
 
3 おわりに 
本稿では、情報セキュリティ関連規約の制定
とその多言語化、情報セキュリティ教育教材の発
行とその英文化、新入生に対する導入教育、及び
情報セキュリティに関する継続的教育の 4 つの面
から早稲田大学における留学生向け情報セキュリ
ティ教育への取り組みを紹介した。 
今後はこれらの取り組みに対して更なる力を
注ぎ、セキュアなグローバルキャンパスの実現を
目指していきたい。 
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